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様々な運動療法がリハビリテーションとして行われており、病状の緩和・日常生活の向上において 

大切な治療として位置付けている 

 

 

 

 

       薬とリハビリテーションを補充する治療 

 

 

◆パーキンソン病の症状について 

   

 症状 症状の説明 

4大症状 固縮（こしゅく） 筋肉が固くなる 

振戦（しんせん） 手足が震える 

無動 動作が鈍くなる 

   ・すくみ足 

   ・仮面様顔貌・・・顔の表情が乏しくなる 

   ・瞬きが少なくなり声も出にくく小さくなる 

   ・小字症・・・・・文字を書いているうちに字がだんだん小さく 

なる 

姿勢保持障害 姿勢反射の障害（体のバランスが取れない） 

 せん足 足がこわばって足首が曲がること。 

多くの患者の症例があり、リハビリが重要 

 

 

 

③ 手術治療 

② リハビリテーション 

リハビリテーション 

せん足防止 手足のリハビリ 

・ストレッチ 

・顔（表情筋）の運動 

・声を出す 

・言語療法 
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◆注意すべき見逃されがちな症状について 

 

  パーキンソン病の症状は多様であり、患者同士の間でも理解が困難なことがある 

  社会生活をする上で病名だけでなく、4大症状以外の症状も多くの人に知ってもらって、周囲の偏見を 

取り除くことが必要。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肉体的症状 

書字障害 

小字症とよく言われる。判読不能の文字になることが多い 

 

腰痛 

・医師はパーキンソン病の症状として認めないことが多い 

・薬の効果が低下してくると腰痛を感じることが多い 

・姿勢保持のために膝を曲げて立つことや不自然な歩き方

が腰に影響する。 

尿意 

尿意を頻繁に感じることが多い 

睡眠障害 

 

腹式呼吸ができない 

 

二つのことを同時に行うことができない 

 

二重視点 

・視点が 2段になり見にくい。 

・眼鏡を新しくしてもなぜか見えずらい、見えないと訴え

る患者もいる 

 


